
１．胸骨圧迫は５～６ｃｍの深さ 

 変更前（ガイドライン 2010）：５ｃｍ以上 

 変更後（ガイドライン 2015）：5ｃｍ以上で６ｃｍを超え

ない 

２．1 分間のリズムは 100 回～120 回 

 変更前（ガイドライン 2010）：100 回／分以上 

 変更後（ガイドライン 2015）：100 回～120 回／分 

３．胸骨圧迫では、胸をしっかりと元の位置に戻す 

 ガイドライン 2015 では、胸骨圧迫に関して『押したら 

 しっかりと胸を元に戻す』という点が強調 

４．胸骨圧迫の中断を最小限に 

 圧迫中断についても、『胸骨圧迫を中断する時間を 

最小限にする』とされ、中断を最小限にする事が重視 

５．呼吸の確認に迷ったら、すぐに胸骨圧迫 

 ガイドライン 2015 では『呼吸の確認に迷ったら 

すぐに胸骨圧迫をする』という点も重視 

６．119 番通報で指示を仰ぐ 

 救急車を手配するために 119 番通報すると、消防の信指 

令員（通信を指令する人）から電話口で指示や指導が受け 

られます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気におそわれるかわかりません。 

子どもの突然死の主な原因は外傷、溺水、窒息などの事故ですが、その多くは日常生活の中で十分に注意

することで予防できるものです。しかし、もしもの事が起こってしまった時に何もしなければやがては心

臓と呼吸が止まってしまいます。病院に行くまでに応急手当をすることで、けがや病気の悪化を防ぐこと

ができます。命を救うために、そばに居合わせた人ができる応急手当について日頃から意識しておくこと

も大切ですね。 

2017 年２月 

あ お ぞ ら 保 育 園

あおぞら第２保育園

あおぞら谷津保育園

 
 

2015 年10月、JRC蘇生ガイドライン 2015
オンライン版が公表されました。このガイドラ
インは心肺蘇生法の大本で、消防署や赤十字が
行う心肺蘇生法や AED の救命講習の内容はこ
のガイドラインに従って作成されます。このガ
イドラインは 5 年毎に更新されています。 
「JRC 蘇生ガイドライン 2015 オンライン
版」○C一般社団法人 日本蘇生協議会 

＊あなた一人の時は、
まず 119 番しましょう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市こども 

青少年局より抜粋 

万が一の時に行動を起こすことはもち

ろん大切です。しかし、何よりも突然

死につながるような不慮の事故を未然

に防ぐことが一番効果的です。 

 自動車に乗せるときのチャイルドシ

ート使用、自転車に乗るときのヘルメ

ット着用。 

水の事故への注意、スポーツ時の事故

防止、小さな子どもの手の届くところ

に口に入る大きさ（39mm）のもの（標

準的なトイレットペーパーの芯を通過

するような大きさのもの）や中毒の原

因となるような薬品や洗剤を置かない

などの配慮が必要です。 

 もう一度 身の回りを意識してみる

のも大切ですね。 

直径 39mm 

まだ自分で自由に身動きがと

れないため、窒息（ちっそく）に

よる事故がほとんどです。総数

27 人中 25 人が窒息で全体の

93％を占めています。 

外に出る機会が増えるので、

交通事故を原因とするものが

増えて、窒息の次に多くなって

います。総数 12 人中 4 人は 1

歳児です。 

外で活発に活動するようにな

り、全体の 60％は交通事故が

原因です。次いで、溺れ（おぼ

れ）が全体の 25％を占めてい

ます。 

 

☆医師の登園許可証明書及び保護者の登園届および、おたよりのバックナンバーは、 

   yokohama aozora 検索   または  社会福祉法人 あおぞら 検索    


